
　総会は、午後 2 時 30 分から開催。冒頭、
和田新也会長があいさつ。「令和２年度
通常総会においては、新型コロナウイル
ス感染拡大防止の観点から、規模を縮小
し、本日は、協会会議室で開催させてい
ただきました。また、会員の皆様には、
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本号の主な内容

　2 面　令和２年度協会表彰 52 名を讃える／公園・緑地に関する予算等を要望
　　　   【学会の目・眼・芽】 公園の輝きを取り戻す性能発注に対応できますか？
　　　　　　（公社）日本造園学会理事 、国立大学法人 富山大学 地域連携戦略室 教授　金岡 省吾

　3 面  日造協　令和 2、3 年度　委員会・部会等一覧

　4 面   【ふるさと自慢】山口県　植野 友美（㈱茨木春草園）
　　　　おいでませ山口県！　草原と温泉など魅力いっぱい
　　　　【緑滴】 岩手県支部 木村 愛梨（㈱仙北造園）
　　　　私のゴールウェイ紀行

非常時の社会と造園人の使命

　    （一社）日本造園建設業協会会長　
箱根植木㈱代表取締役社長　 和田　新也

と、外部空間で過ごしたい、との欲求
が自然と強くなってきます。
　特に３月からの学校休校以来、公園・
緑地の利用者が目に見えて増加しまし
た。学校が休みとなれば、ほとんどの
児童生徒が家に籠り、ゲーム三昧とな
るであろうと思っていた私の目には、
公園で走り回る子供たちと、それを見
守る保護者の方々の姿は、とても健全
なものに映りました。
　また公園に限らず自宅の庭やベラン
ダで過ごす人、街路樹の木陰で散歩や
ジョギングを行う人等々、各々のやり
方で外部空間を楽しみ、身体的、精神
的健康の保持に努めていました。

今後造園界としてするべきこと
　造園界が社会に提供してきた、公園・
緑地や私的な庭、そして街路樹等の創
るみどり空間は、この非常時に見事に
住民のニーズに応え、その真価を発揮
しました。この機会に我々はその価値
を世に訴え、緑地空間や街路樹が「有っ
た方が良い」贅沢施設ではなく、都市
にとって平常時、非常時を含め「無く
てはならない」社会インフラであるこ
とをしっかりと国民に再認識していた
だく努力をしなければなりません。
　一方我々造園人自身は何をしていた
か。一部の方々は指定管理等の業務を
通じ住民のために緑地空間を提供し続
けていましたが、外出自粛令の中、い
くつもの大規模な公園・緑地は閉鎖を
余儀なくされ、そこに関わる造園人も
自宅待機せざるを得なかったのが現実
です。
　今後も想定されるさまざまな災害
時・緊急時に於いて、人々の必要とす
る緑地空間を適切に機能させ続けるこ
とが出来るよう、造園人が貢献できる
仕組みを創り上げていく必要が有るの
ではないでしょうか。

はじめに
　今般の新型コロナ感染症で亡くなら
れた方のご冥福をお祈り申し上げると
共に、闘病中の方々にお見舞いを申
し上げます。この原稿を書いている 6
月 19 日現在、日本における新型コロ
ナ感染症の累計感染者数 17,668 人、
亡くなられた方 935 人となっています。
　 ま た 世 界 的 に は、 累 計 感 染 者
数 8,061,550 人、 亡 く な ら れ た 方
440,290 人と、まさに全世界の人々
の生活に大きなダメージを与えるパン
デミックとなっています。
　まだまだ終息したわけではないの
で、総括できない状況下での個人的考
えであることをご容赦願って、以下の
お話をさせていただきます。

新型コロナ感染症の蔓延
　当初比較的少人数に留まっていた感
染者数は 2 月中旬ごろから増加傾向
が強まり、２月末には全国の学校の
休校が決定され、3 月 24 日には東京
2020 オリンピックの延期が決定され
ました。そして 4 月 7 日に遂に政府
は緊急事態宣言を発令し、それは５月
25 日まで続きました。その間国民は、
不要不急の外出の自粛を要請され、業
種によっては自治体判断において休業
要請等が出され、経済的ダメージは深
刻なものとなっていきました。
　本年１月の造園人の集いや各種新年
会で、皆様と明るく歓談していた時点
では想定もしなかった展開となりまし
た。

緑地空間へのニーズ
　さてこのような社会情勢の中で、「ス
テイホーム」「家に居ましょう」との
合言葉で、仕事や必要な買い物以外そ
れぞれの自宅に極力籠って居たわけで
すが、室内空間に閉じ込められている

令和 2 年度通常総会であいさつする和田新也会長

　日造協は 6 月 23 日㈫、（一社）日本造園建設業協会会議室で、令和 2 年度通常総
会を開催した。総会は新型コロナウイルス感染拡大防止への対応から書面表決による
実施となった。総会では、令和元年度決算報告、役員の選任の 2 議案を審議、可決した。

（一社） 日本造園建設業協会 役員（令和 2、3 年度）
会長

和田 新也 箱根植木㈱代表取締役社長
副会長・業務執行理事

鬼頭 愼一 ㈱双葉造園代表取締役
木上 正貢 木上梅香園㈱代表取締役会長
田丸 敬三 東光園緑化㈱代表取締役社長

専務理事
藤吉 信之 （一社）日本造園建設業協会

業務執行理事
伊藤 幸男 ㈱日比谷アメニス専務取締役
卯之原 昇 ㈱昭和造園代表取締役社長
正本　 大 みずえ緑地㈱代表取締役
山田 拓広 花豊造園㈱代表取締役社長

理事
有路　 信 （一財）公園財団副理事長
井内　 優 ㈱井内屋種苗園代表取締役
宇坪 啓造 北陸緑化㈱代表取締役会長
大嶋    聡 西武造園㈱取締役社長
加勢 充晴 加勢造園㈱代表取締役会長
金清 典広 （一社）ランドスケープコンサルタンツ協会会長
嘉屋 幸浩 ㈱園建代表取締役
北 総一朗 北造園㈱専務取締役
久郷 愼治 ㈱久郷一樹園代表取締役
久保 和男 ㈱葉隠緑化建設代表取締役会長
黒田 憲司 （一財）建設業振興基金専務理事
古積　 昇 古積造園土木㈱代表取締役
坂上 信明 ㈱昭和造園土木代表取締役
執行 英利 ㈱執行茂寿園代表取締役
鈴木 義人 ㈱柳島寿々喜園代表取締役社長
髙須賀盛満 髙須賀緑地建設㈱代表取締役
月山 光夫 （一財）日本花普及センター専務理事
中嶋 和敏 ㈱中嶋造園土木代表取締役
中山    忠 イビデングリーンテック㈱取締役事業本部長
成家　 岳 ㈱富士植木代表取締役
西谷 勝之 山陰緑化建設㈱代表取締役社長
藤巻 慎司 藤造園建設㈱代表取締役
森根 清昭 ㈲海邦造園代表取締役
諸井 道雄 ㈱諸井緑樹園代表取締役
山田 忠雄 ㈱山梅代表取締役会長
米内 吉榮 ㈱米内造園代表取締役

監事
田雑 豪裕 ㈱庭建代表取締役
矢野 幸吉 ㈱タイキ代表取締役
渡邉　 進 ㈱八廣園代表取締役社長

人事異動
国土交通省都市局関係　（7 月 1 日付）
●近畿地方整備局建政部長 = 伊藤康行（国
営昭和記念公園事務所長）
●国営昭和記念公園事務所長 = 片山壮二

（公園緑地・景観課公園緑地事業調整官）

●公園緑地・景観課公園緑地事業調整官 =
舟久保敏（国土技術政策総合研究所緑化
生態研究室長）
●国土技術政策総合研究所緑化生態研究
室長 = 大石智弘（船橋市建設局長）
●船橋市建設局長 = 鈴木武彦（国営沖縄
記念公園事務所長）

通常総会を開催令和２年度
書面表決

健康・安全を確保するため、出席は控え
ていただき、議決権行使書等による表決
をお願いしたところでございます。この
ような中、日造協活動の強化に向け、「会
員拡大プロジェクト」の推進にも取り組
んでおりますが、この 3 年間で、新た
な仲間として 62 社の正会員を迎えるこ
とができました。これもひとえに各総支
部・支部はじめ関係の皆様のご努力の賜
物と感謝申し上げます。引続きのご協力
のほど、よろしくお願い申し上げます。
また、本日予定されていた表彰式は、取
り止めとなりましたが、造園建設業界の
発展等に多大な功績をあげられた 52 名
の方々を表彰いたします。今後益々のご
活躍をご祈念申し上げます」と述べた。
　議事では 6 月 16 日を期限とした議決
権行使書に基づき、（１）令和元年度決
算報告について、（２）役員の選任につ
いての２議案を審議・可決。そのほか総
会では、（１）令和元年度事業報告、（２）
令和２年度事業計画、（３）令和２年度
収支予算の報告が行われた。
　総会後、臨時理事会において、会長に
選任された和田会長が再任あいさつ。

「今期も引き続き、会長を務めさせてい
ただくこととなりました。日造協の業務
運営については、本部と各総支部・支部
との連携を更に深めるとともに、会員の
声に真摯に耳を傾け、日造協の更なる発
展に向けて諸活動に取り組む決意を新た
にしているところです。本年度は、新型
コロナ禍で幕を開けた感があり、世界各
国の社会経済が大きな被害を受けている
のは皆様ご存じの通りです。我が国にお
いても多くの分野に多大な被害が生じる
なか、造園業界は安全安心に必要な社会
基盤に係る事業者として、感染防止策を
講じつつ、現場を動かすことができてい
ますが、今後の景気動向は予断を許さな
い状況です。また、外出自粛等により、
公園緑地や街路樹などの公共空間、個人
の庭園やベランダなど、身近なみどりの
空間が人々の健康的な生活に必要不可欠
であることが強く再認識されました。こ
れらの空間は我々造園業界の活動の場で

あり、今後の「新たな生活様式」におい
てもその重要性が一層高まってきます。
新たな社会変革に対応した造園力の更な
る発揮に向け、皆様と一丸となって知恵
を絞っていきたいと考えております。そ
の他にも、働き方改革・生産性向上、建
設キャリアアップシステムの活用促進、
自然災害への対応、グリーンインフラの
推進など、取り組むべき課題は多様化し

てきており、一つひとつに着実に取り
組んでまいりたいと思います。会員各
位のご期待に沿えるよう、やりがいと
誇りを持てる造園業界の発展に向けて、
新執行部の方々をはじめとする役員の
皆様のお力添えのもと 当協会の運営に
当たってまいります。何卒ご協力、ご
支援の程よろしくお願いいたします」
と述べた。

こ の た び の 令 和 2 年 7 月 豪 雨 災 害 等 に お い て、 被 災 さ れ た 方 々 に お 見 舞 い 申 し 上 げ ま す
と と も に、 皆 様 の 安 全 と 被 災 地 の 一 日 も 早 い 復 興 を 心 よ り お 祈 り 申 し 上 げ ま す。
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　学会の目・眼・芽　第 108 回

公園の輝きを取り戻す性能発注に対応できますか？
～公園は人口減を克服する地方創生の核となるシビルミニマム～

（公社）日本造園学会理事 、国立大学法人 富山大学 地域連携戦略室 教授　金岡　省吾

　縁故ない富山へ移住し早 14 年。地
域づくりは大きく変化し、その様子を
2010、 2015 と 2 度紹介しました。今回
2020 は変化の様子を振り返り、次なる
地域づくりを探ります。
　前々回は 10 年前、産学官金連携によ
る変化する地域づくりを、CSR ではな
い、世界同時不況克服へグリーンニュー
ディールとして、造園に馴染み深い「緑」
領域での地域経済活性化の胎動と、地域
貢献機能の強化として地域連携活動が求
められる大学改革を紹介し、大学連携に
よる新たなる地域づくりに向け、日本造

園学会の活用を問いかけました。
　前回は 5 年前、CSR が「戦略的 CSR」

「CSV」へ深化し、子育て支援等の地域課
題を企業活動で解決する地域づくりが登
場し、パークマネジメントも地域課題解
決に直結する新たな造園の力が必要な点
を問いかけ、職員数たった 24 人、富山
の小さな自治体の僅か 3.5h の公園での
挑戦を紹介しました。

◆
　今回は紹介事例のその後です。特徴は、
絵はがきのように美しい景色が続くが人
の姿はない公園を、地域住民が使いこな

しソーシャルキャピタルを育み、さらに
「この公園があるからここに住みたい」
を造園業者がコミットし、人口減を克服
する公園づくりです。
　きっかけは日本造園学会中部支部大会
開催への大学と業界団体の活動連携で
す。当時の富山は、指定通りのハード整
備が使命（仕様発注）です。誰が・どの
ように・何のために使うかとの意識は乏
しく、取り組みは苦労の連続でした。
　そこで、造園業界として日本初の地方
創生に関する覚書を締結し、子育て世代
の転入や出生率向上等の地方創生の目標
に対し、公園で何ができ、時代が求める
造園の新たな仕事とは何かを自ら考える
機会を創り、挑戦する若い造園企業を伴
走しました。
　取り組みから 4 年、ついに公園があ

るからとの転入者が現れました。連携企
業や組織が年々増加し、情報通信やシェ
アビジネス等の異業種連携が生まれ、公
園が、国土形成計画が追及する地域イノ
ベーション創出の場となりました。結果、
内閣官房、財務省、各地の自治体・議会
からも問い合わせが生じ、公園運営資格
テキストへ掲載されました。
　村の公園はソーシャルキャピタル形成
にとどまらず、人口減を克服する地方創
生の核となるシビルミニマムとして輝き
を取り戻しました。この取り組みは、専
門外の造園業が参入可能な子育て共助領
域への性能発注に向け、どこに・どのよ
うにかかわるかを伴走し続けるもので、
全国どこでも応用可能です。詳しくは学
会誌に 7 月掲載予定です。

造園建設功労賞　　　　　　　　（12 名）
総支部 支部 氏 名 年齢 所属
北 海 道 北 海 道 松井利紀 64 ㈱細田造園
関東・甲信 群 馬 新田元大 75 新田造園土木㈱

〃 埼 玉 阪上清之介 65 ㈱清香園
〃 東 京 鈴木義人 59 ㈱柳島寿々喜園

北 陸 富 山 古崎三夫 63 立山造園土木㈱
中 部 三 重 近 藤 敏 70 近藤緑化㈱
近 畿 滋 賀 髙木淳一 65 ㈱髙木造園

〃 奈 良 中島祥之 59 花佐造園㈱
四 国 香 川 宮崎博文 74 四国緑化産業㈱
九 州 福 岡 都地輝樹 67 ㈱都市造園

〃 宮 崎 野﨑宗志 67 ㈱のざき造園
本 部 香 川 森  茂 66 ㈱森造園

勤続精励表彰　　　　　　　　　 （8 名）
総支部 支部 氏 名 年齢 所属

東 北 秋 田 伊 藤 学 45 ㈱アーバン造園
〃 〃 田口和英 60 桂造園土木㈱

関東・甲信 神 奈 川 佐々木敦子 69 ㈱村瀬造園
北 陸 新 潟 栗 原 真 58 ㈱ニューガーデン
九 州 長 崎 寺井芳治 58 ㈱タメナガ造園

〃 大 分 梶谷栄一郎 55 ㈱都造園土木
〃 宮 崎 榎 原 孝 54 ㈱馬原造園建設
〃 鹿 児 島 間世田明里 43 ㈱桂造園

感謝状　　　　　　　　　　　　 （1 名）
総支部 支部 氏名 所属
近 畿 和 歌 山 北山みすず 和歌山県支部事務局

業績表彰　　　　　　        　　（31 名）
総支部 支部 氏 名 年齢 所属
北 海 道 北 海 道 眞鍋憲太郎 48 ㈱真鍋庭園緑化

〃 〃 阿部哲也 48 ㈱阿部新香園
東 北 山 形 佐 藤 馨 64 ㈱佐藤造園

関東・甲信 茨 城 渡部健太郎 46 ㈱タナカ築庭
〃 〃 益子勝典 65 ㈱大子造園土木
〃 栃 木 増田博一 49 ㈱増田造園
〃 埼 玉 成田大悟 51 ㈱大門造園
〃 〃 田中優次 47 ㈱田中造園
〃 千 葉 佐藤正幸 51 藤木園緑化土木㈱
〃 〃 大久保裕昭 49 京葉緑化工事㈱
〃 東 京 笛 木 学 46 東光園緑化㈱
〃 〃 前杉昌枝 49 西武造園㈱
〃 〃 細井俊宏 60 ㈱石勝エクステリア
〃 神 奈 川 田口英明 52 田口園芸㈱
〃 〃 桑原宣基 48 湘南造園㈱
〃 〃 藤巻慎司 46 藤造園建設㈱
〃 山 梨 荻野陽司 45 ㈲荻野造園
〃 長 野 宮島康行 51 ㈱園建

北 陸 石 川 細 川 勝 58 ㈱細川造園
中 部 岐 阜 土屋雅裕 47 ㈱中日本ランドスケープ

〃 静 岡 望月長之 59 ㈱特種東海フォレスト
近 畿 福 井 坪川栄一郎 45 愛福園

〃 京 都 田 中 孝 52 ㈱右京野造園
〃 大 阪 松田文一 61 京阪園芸㈱
〃 兵 庫 筒井秀樹 48 魚住造園土木㈱
〃 和 歌 山 森 建 二 69 ㈱和歌山ナセリー

中 国 岡 山 小林和義 62 ㈱武田園
四 国 徳 島 稲富俊広 56 ㈲稲富造園
九 州 福 岡 門司和之 56 ㈱中村緑地建設

〃 長 崎 土肥智彦 61 ㈱中溝緑化建設
〃 宮 崎 黒木祐一 53 ㈲黒木造園

令和 2 年度 協会表彰 52 名を讃える
造園建設功労賞、業績表彰、勤続精励表彰、感謝状

きれいに刈り揃えられた芝生が一面に広がる公園

どこを切り取っても絵はがきのように美しい景色が続く・・・

しかしそこに人の姿はない

図 ● 10 年 後 の 生 き 残 り を か け て
「新しい仕事づくり」を自ら考える造園勉強会︕

図●10年後の生き残りをかけて「新しい仕事づくり」を自ら考える造園勉強会︕

https://funahashi‐
sosei.com/28_project/06.html

平成28年度事業第6回造園勉強会／舟橋村地方創生ホームページ 掲載 https://funahashi‐sosei.com/28_project/06.html  2020年6月1日参照

㊤　「新しい仕事づくり」自ら考える造園勉強会

㊧　村 / 大学 / 関係団体 日本初「地方創生」の覚書締結

　日造協は、令和３年度公園・緑地に関
する予算等の要望について６月 18 日、
自由民主党都市公園緑地対策特別委員
会・都市公園緑地等整備促進議員連盟合
同会議において行った。
　当日は、日造協の和田新也会長、（一社）
日本造園組合連合会野村脩副理事長、（一
社）日本公園施設業協会内田裕郎会長が
ともども出席した。会議では、和田会長
から令和３年度公園・緑地に関する予算

等の要望を行い、田丸副会長が要望内容
を具体的に説明した。
　一、都市公園等関係予算の確保・拡大
　二、都市公園のストック再編、安全・安心
　　　対策、長寿命化対策の支援の推進
　三、東日本大震災復興事業予算及び熊
　　　本地震復興関係予算の確保
　四、緑・花・庭を通じた国際交流関係
　　　予算の確保
　五、造園工事の適正な発注等

合同会議で要望を行う和田新也会長

公園・緑地に関する予算等を要望
自由民主党都市公園緑地対策特別委員会・
都市公園緑地等整備促進議員連盟合同会議
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総務委員会
委員 所掌事務 部会名 調査・検討事項 部会委員

【委員長】
 鬼頭 愼一

【副委員長】
 高瀬 勝彦
 中山　忠
 細井 俊宏
 持田 正樹
 大嶋　聡
 森川 昌紀
 成家　岳

【担当理事】
 井内　優 

【委員】
 北原　誠
 山嵜 信幸
 西尾 倫顕
 今西 康彰
 岡本 秀一
 片岡 成文
 中村 満義
 森根 清昭
 有賀 光昭

・会務報告、
  事業計画
・規約 ･ 規程等
・総支部及び
  支部関連事項
・財務管理
・会費徴収

財政・運営
部会

・総会運営
・事業報告、事業計画案の立案
・決算報告、収支予算の立案
・財政・運営中期計画の点検・評価

◎細井 俊宏
　阪上 隆功
　佐藤 正幸
　石渡　浩
　田丸 敬三
　北條　拓
　藤巻 慎司
　山嵜 信幸

財政基盤
強化部会

・会員要件拡大策の立案
・収益増強具体化策の立案
・入会促進具体化策の立案
・会員サービス向上策の立案
・図書出版・普及計画の立案

◎持田 正樹
　四宮　繁
　鈴木 誠司
　田丸 敬三
　井内　優
　高須賀盛満
　田雑 裕一
　下地 浩之

・建設業関連
  法令制度
・入札契約制度
・経営合理化方策
・業界の地位向
  上のための折
  衝

経営環境
改善部会

・国交省等からの調査対応策の立案
・会員実態調査の企画・分析
・担い手 3 法説明会の企画
・新たな外国人材の受け入れ制度への検討
・団体保険制度の改善策の検討

◎大嶋　聡
　水庭　博
　鈴木 義人
　田丸 敬三
　高木 俊之
　田澤 重幸

社会保険
加入推進

部会

・社会保険加入状況の調査
・社会保険加入促進計画の点検・評価
・法定福利費内訳明示見積書の普及
・社会保険等加入促進説明会の企画

◎森川 昌紀
　砂押 一成
　高木 俊之
　佐藤 善一
　大嶋　聡
　大場 淳一

・普及啓発及び
　広報活動
・機関紙の編集
　･ 発行
・造園業に関する
　情報、資料の
　収集

広報活動
部会

・広報パンフレットの企画立案
・ＨＰの運営企画
・日造協ニュースの編集
・メールニュース・ソーシャルメ 
  ディア等による情報提供・交換・
  共有の立案

◎成家　岳
　水庭　博
　田上　貴
　中村 国雄
　大嶋　聡
　前杉 昌枝
　矢部 真樹
　桑原 宣基
　藤巻 慎司
   有賀 光昭

・他の委員会に
　属さない事項

総務企画
部会

・総務委員会の対応事項の検討
・各地域からの検討事項収集

◎成家　岳
　細井 俊宏
　持田 正樹
　大嶋　聡
　森川 昌紀

技術委員会
委員 所掌事務 部会名 調査・検討事項 部会委員

【委員長】
 伊藤 幸男

【副委員長】
 石出慎一郎
 金城健太郎
 佐藤 英介
 大場 淳一
 坂元 博明
 荻野 淳司
 中村 秀樹

【担当理事】
 北 総一朗

【委員】
 吉田 　巧
 増田 博一
 近 陽一郎
 水谷 春海
 的塲 盛州
 梶岡 美生
 藤田 秀樹
 古賀　正

【技術顧問】
 立山富士彦

・造園技術 ･ 技能
　の研究開発
・自然及び生活
　環境の整備
　技術

技術・技能
部会

・技術、技能の継承企画、資料作成
・品質管理、工程管理、工事仕様
  書、歩掛の検討
・技術者・技能者評価システムの検討
・緑地育成工事仕様書、歩掛の検討
・施工管理に携わる技術者の人材
  育成研修の企画・立案・推進

◎佐藤 英介
　渡邉　章
　角幡 大亮
　村岡 賢二
　吉村 知泰

造園技術
フォーラム

部会

・造園技術フォーラムの開催企画
・技術情報発信・共有化の企画立案

◎大場 淳一
　四宮 繁
   坂元 博明
　河野 友和
　石川 正典
　藤原 哲司
　増田  寿
　米岡伸一郎

技能五輪等
部会

・技能五輪全国大会運営参加
・若年者ものづくり競技大会運営支援
・技能グランプリ運営支援

◎坂元 博明
　卯之原 昇
　増田 博一
　西村 剛彦
　榊原  亘

・安全 安全部会 ・造園工事、管理の安全衛生管理
  ガイドライン企画、作成
・事故発生状況の情報収集とまとめ
・造園工事特有の労働災害防止ガイドラ
   インの作成、啓発ツールの定期的更新
・ロープ高所作業特別教育・ツリーラ
   イダー普及の企画・立案・推進

◎荻野 淳司
　山口 雄資
　砂山 芳輝
　高田 和己
　柳田 英樹
　内田 卓弘

・造園工事の
  合理的な施
  工に関する
  調査研究

調査・開発
部会

・造園新技術の情報収集
・新たな造園技術の企画検討
・他団体との技術意見交換

◎中村 秀樹
　山田 裕之
　石井 匡志

・その他技術
  関連事項

技術企画
部会

・技術委員会の対応事項の検討
・各地域からの検討事項収集

◎伊藤 幸男
　佐藤 英介
　大場 淳一
　坂元 博明
　荻野 淳司
　中村 秀樹

国際委員会
委員 所掌事務 部会名 調査・検討事項 部会委員

【委員長】
 山田 拓広

【副委員長】
 磯部 久人
 多々良健司
 藤田 良司
 松本  朗
 當内  匡

【担当理事】
 久郷 愼治 

【委員】
 嘉屋 幸浩
 佐藤 康之
 田口 英明
 大島 健資
 宮崎 隆史
 森根 清昭
 中村敬太郎
 清水  遠
 関根  武
 松村  一

・国際交流及び
　協力事業

国際事業推
進部会

・海外プロジェクト情報の収集・発信
・海外からの問合せ等への対応の検討
・海外視察プログラムの企画
・世界各国の街路樹の育成技術等
　情報の収集

◎藤田 良司
　嘉屋 幸浩
　中村敬太郎
　清水  遠
　関根  武
　磯部 久人
　多々良健司
　我謝　修

海外日本庭
園保全・再

生部会

・海外日本庭園再生プロジェクト
  情報の収集・発信
・海外日本庭園保全・再生活動の
  企画・立案・推進

◎松本  朗
　佐藤 康之
　松村  一
　久郷 愼治
　宮崎 隆史

・国際園芸家協会
・国際園芸博覧会

AIPH 部会 ・海外造園関連団体との交流企画
・AIPH 活動・Green City 活動の
  企画・立案・推進・情報発信
・World Urban Parks-Japan、
  IFLA-Japan 活動との連携企画

◎當内  匡
　田口 英明
　清水  遠
　大島 健資
　山田 拓広

【アドバイザー】
和田 新也

・その他国際交流
　推進関連事項

国際企画部会 ・国際委員会の対応事項の検討
・各地域からの検討事項収集

◎山田 拓広
　藤田 良司
　松本  朗
　當内  匡

事業委員会
委員 所掌事務 部会名 調査・検討事項 部会委員

【委員長】
 正本　大

【副委員長】
 内山 晴芳　
 小林 弘幸
 関根　武
 山田 通明
 森川 昌紀
 水庭 博

【担当理事】
 古積 昇 

【委員】
 佐々木 一敏
 菅野　貴
 岸　省悟
 南　雅義
 菱川　清
 鶴田 忠嗣
 赤嶺 大佑　
　

・公益活動の
  戦略 ･ 企画
  の立案

造園フェス
ティバル
推進部会

・全国造園フェスティバル企画立案
・マスコミへの情報発信策の立案
・魅力ある産業のｱﾋﾟｰﾙ活動の
  企画立案

◎関根　武
　坂井 丈浩
　丸　 健一
　丸山 賢史
　室橋　智
　桑原 宣基

・研修・教育 全国造園
デザイン

コンクール
等推進部会

・全国造園デザインコンクール
  実施計画の立案
・全国高等学校造園教育研究
  協議会等との企画・立案・推進
・インターンシップの企画立案

◎山田 通明
　嘉屋 幸浩
　室橋　智
　石井 直樹
　堤　 明伸
　坂戸 広三
　窪田  洋
　吉村 建介

人材育成
部会

・地域リーダーズ活動支援
・経営研修会企画
・造園施工管理技術検定受験対策  
   講習会企画立案
・職長・安全衛生責任者講習の企画立案

◎森川 昌紀
　菊地 章博
　荒井 一行
　大木 厚男
　南　 雅義
　松戸 克浩

・造園緑化事
  業の拡大推
  進のための
  要望等

要望・
提言

活動部会

・国交省、環境省本省との意見交
  換会の開催企画
・総支部・支部実施の地方整備局、
  地方環境事務所等への要望活動
  へのサポート企画
・要望・提言活動の情報共有化推進企画
・維持管理に関わる工事・業務の経営事  
   項審査上の取扱いの改善要望案の立案

◎水庭　博
　佐々木創太
　荻野 淳司
　関根　武
　吉岡 一幸
　東野 恭樹
　後藤 修久
　堤　 明伸

・都市や地域の緑の
  再生と構築
・表彰・顕彰
・その他事業関連事項

事業企画
部会

・事業委員会の対応事項の検討
・各地域からの検討事項収集
・その他事業関連事項

◎正本　大
　関根　武
　山田 通明
　森川 昌紀
　水庭　博

地域リー
ダーズ

総リーダー
サブリーダー
幹　　　事
リーダーズ

◎松戸 克浩
◯古積　昇
 ・岩間 紀久裕
　神谷 朝太

 田川  弘
 巽 康四郎
 野上 一志
 廣部 修平

牟田 儀宏
山田 通明
小立　亮

資格制度委員会
委員 所掌事務 部会名 調査・検討事項 部会委員

【委員長】
 卯之原 昇

【副委員長】
 髙石 正弘
 川津　潔
 吉村 長泰　
 鈴木 義人
 中村 秀樹

【担当理事】
 米内 吉榮 

【委員】
 喜多 伸行
 武田 定修
 依田　忠
 伊藤 志朗
 大島 健資
 福島 慶一
 稲富 俊広
 仲村 弘喜

・資格の認定
・資格の普及
  及び活用

街路樹剪定
士制度部会

・街路樹剪定士制度の運営
・実施計画の立案
・制度の普及、改善、運営効率化の企画

◎吉村 長泰
　卯之原 昇
　大場 淳一
　大場 二郎
　竹嶋 正寶
　吉村 知泰

植栽基盤
診断士

制度部会

・植栽基盤診断士制度の運営
・実施計画の立案
・制度の普及、改善、運営効率化の企画

◎髙石 正弘
　石出慎一郎
　間庭 直行
　荻野 淳司

登録造園
基幹技能者
制度部会

・登録造園基幹技能者講習の運営
・実施計画の立案
・制度の普及、改善、運営効率化の企画
・建設キャリアアップシステムに関わる造園
  技能者能力評価業務の運営

◎鈴木 義人
　大木 厚男
　片岡 成文

・造園に係わ
  る資格

新規制度等
部会

・造園 CPD への対応検討
・公園緑地樹木育成に関わる新規制度等  
   の企画立案
・緑地の点検・診断等の資格制度の検討
・公園緑地樹木剪定研修会の企画

◎中村 秀樹
　林　 和人
　鈴木 義人

・その他資格
  関連事項

資格制度
企画部会

・資格制度委員会の対応事項の検討
・各地域からの検討事項収集

◎卯之原 昇
　鈴木 義人
　吉村 長泰
　髙石 正弘
　中村 秀樹

造園領域発展戦略委員会
委員 所掌事務 部会名 調査・検討事項 部会委員

【委員長】
 田丸 敬三

【副委員長】
 久郷 愼治
 持田 正樹
 藤巻 慎司
 水庭　博
 酒井 一江
 四宮　繁

【担当理事】
 中嶋和敏 

【委員】
 渡部　敦
 田口 正典
 川瀬 勝之
 井内　優
 山本 正聡
 久保 和則
 下地 浩之
 大場 啓壽
 山田 康博

【顧問】
 須磨佳津江
 涌井 史郎

・アクション
  プログラム
  の推進
・日造協の中長 
  期施策の検討

戦略立案
部会

・日造協活動の成果・実績評価
・今後の造園界の将来構想の企画
・戦略的活動展開方向の立案
・日本庭園文化の世界遺産等  登録の検討
・創立 50 周年記念事業の企画・立案・推進
・会員からの提案によるプロジェクト
  の企画・立案・推進

◎藤巻 慎司
　田丸 敬三
　渡部　敦
　田口 正典
　横田　純
　松原 大介
　入谷 芳郎
　木上 善貴
　下地 浩之

担い手育成・
確保推進部会

・担い手育成・確保行動計画の推進
・働き方改革の企画・立案・推進
・本部・総支部・支部実施の資格
  試験・研修会・講演会開催情報
  の共有化推進

◎水庭　博
　卯之原 昇
　大嶋　聡
　山田 通明
　森川 昌紀
　大場 淳一
　酒井 一江

女性活躍
推進部会

・職場における環境整備策の推進
・女性の積極的な活用促進策の推進
・女性定着促進行動計画の推進

◎酒井 一江
　中峰 勝美
　小松 恭子
　山口 聖子
　阪上恵保巳
　松戸 幸子
　桑園亜希子
　中川 京子
　藤本加奈子
　佐々木 香
　難波真奈美
　本間 優子
　薄井 美弥
　小林 亜純
　畑中雅厘子
　杉澤悠紀子
　佐々木智子
　西原 弘美
　牛島 雅子

会員拡大
プロジェクト
推進部会

・会員拡大プロジェクトの企画・
  立案・推進

◎四宮　繁
　山口 英勝
　遠藤 征矢
　松戸 克浩
　藤巻 慎司
　岩間紀久裕
　持田 正樹
　古家 敏弘
　久保 和則

戦略企画
部会

・戦略委員会の対応事項の検討
・各地域からの検討事項収集

◎四宮　繁
　田丸 敬三
　藤巻 慎司
　酒井 一江
　水庭　博

令和２、３年度　委員会・部会等一覧

倫理委員会
【委員長】
【委員】

 有路　信
 黒田 憲司、 月山 光夫

・会員企業による造園建設業の事業活動において生じた  
  会員企業倫理要綱に定める違反行為等に関する事項
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　私の出身は山口県で京都
に来て 7 年目ですが、京
都をあまり熟知していない
ので今回は山口県について
紹介させていただきます。
　山口県と言えば下関のフ
グや、秋吉台・秋芳洞と言っ
た教科書などで書かれてい
ることぐらいしか思い浮か
ばない人も少なくはないと
思います。
　そこでこの機会に少しだ

け山口県の魅力について知ってもらいた
いと思います。

◆
　まず今でこそ全
国にある道の駅で
すが、山口県阿武
郡阿武町が発祥で
あり、下関には道
の駅ランキングで
１位を２度獲得し
た『道の駅北浦街
道豊北』がありま

編集後記　「天災は忘れた頃にやってくる」という警句がありますが、ここ数年、各地で豪雨災害が相次ぎ、「忘れる間もなくやってくる」
状況が続いています。新型コロナウイルスとの闘いは長期化が予想されるなか、一人ひとりが防災意識を高めることが大切です。身のま
わりにどんなリスクがあり、どこへ避難すればよいのか把握すること。命を守るためには何が必要かを考え、災害に備えたいと思います。

山
口
県

お
い
で
ま
せ
山
口
県
！

草
原
と
温
泉
な
ど
魅
力
い
っ
ぱ
い

事務局の動き

【6 月】

  2 ㈫・広報活動部会（書面審議）

        ・日本花普及センター理事会（書面審議）

  3 ㈬・造園フェステイバル推進部会（Web）

11 ㈭・建専連　理事会　通常総会（書面決議）

18 ㈭・建設業適正取引推進機構評議委員会

（書面審議）

        ・都市緑化機構評議員会

        ・都市公園緑地等整備促進議員連盟

23 ㈫・通常総会（書面表決）

す。そしてそこから北東に車で 30 分程
行った所に『千畳敷』という標高 333
ｍの高台に広がる草原で、日本海を一望
できる場所があります。そこにあるカ
フェで景色を楽しみながらのランチは最
高です。
　そして、山口県の中部にある宇部市に
は、一か所での茶畑面積が西日本最大級
の『藤河内茶園』があり小高い丘に広が
る約 65ha の新緑の茶畑は圧巻です。
　また、車で 20 分ほど南に下っていく
と『琴崎八幡宮』という神社があり、御
守り・御札を 800 種類以上頒布されて
おり、その種類は日本一と言われている

そうです。
◆

　最後に、山口県
には温泉地も多く
以前の日露首脳会

談でプーチン大統領が宿泊された長門湯
元温泉や、新山口駅から車で 20 分程に
ある湯田温泉では無料の足湯がありリフ
レッシュにはもってこいの場所です。
　この他にも魅力いっぱいの山口県にぜ
ひ一度足を運んでみてはいかがでしょう
か。

　　植野　友美（㈱茨木春草園）

        ・第１回臨時理事会（書面決議）

【7 月】

  6 ㈪・登録機関技能者講習委員会

  7 ㈪・広報活動部会 ( 一部 Web)

        ・登録造園基幹技能者講習委員会 ( 一部 Web）

  9 ㈭・運営会議（Web)

10 ㈮・事務局連絡会議（延期）

14 ㈫・植栽基盤診断士認定委員会試験部会（中止）

15 ㈬・国際花と緑の博覧会記念協会理事会

21 ㈫・植栽基盤診断士認定委員会（中止）

29 ㈬・若年者ものづくり競技大会～ 30（中止）

 委員会等の活動

●広報活動部会（書面審議）

　6/2　日造協ニュース６～１０月号の内容等につ

いて審議

●造園フェステイバル推進部会 (Web)

　6/3　新たな造園フェスティバルの開催に向けて

審議

琴崎八幡宮

　　

ウィンのパレードがあると聞き、友人たち
と夕方町へ見に行きました。パレードには
迫力満点の数々のゴーストや、不可思議な
妖怪たちの出し物が音楽と共に登場しま
したが、思っていたよりも厳かな印象を
受けました。出し物の一つのお爺さんが
一昨年他界した祖父に似ていて思わず心
の中で手を合わせたのを今でも覚えてい
ます。
　このハロウィンは一週間予定がずれて
いなければ目にすることは出来なかった
と思うと、アイルランドの不思議な力に
導かれたような気がします。

　昨年の秋、かねてより憧れだっ
たアイルランドへ一人旅立った。
丁度台風 19 号の影響で出発が
予定よりも 1 週間遅れるという
ハプニングもありましたが、何
とか無事にダブリン空港へと到
着しました。そしてダブリンか
らバスで向かったのは、アイル
ランド西部に位置する町ゴール
ウェイ。カラフルな外壁の土産
屋やアイリッシュパブが立ち並
ぶ賑やかで歴史ある町です。

◆
　2 週間通った語学学校には世界
各国から留学生が来ており、放
課後はよくクラスの皆で町や海
沿いを散策しました。週末には
様々なイベントに参加しました
が、中でも一番印象的だったのが、
ハロウィンでした。
　ハロウィンの発祥はアイリッ
シュのルーツでもあるケルト系
と言われています。彼らの 1 年
の終わりは 10 月 31 日であり、
この日の夜に死者の霊が家族を

訪ねてくると言い伝えら
れてきたそうです。日本
でいえば、お盆と年末が
混在した祭事、といった
所でしょう。

◆
　学校からゴールウェイでは毎年ハロ
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ハロウィン
パレードの様子

ゴールウェイのカラフルな町並み

社名 / 住所 ☎     代表者 /FAX

㈲鎌野造園　　　鎌野　良
香川県高松市三谷町 84-1
☎ 087-889-5603　FAX 087-889-5608

日造協 
新入会員のご紹介

「千畳敷」の風景と、「千畳敷カフェ」のランチ

藤河内茶園の様子

湯本温泉地ワッフル

道の駅豊北マスコット
キャラクター「ほっくん」

長門湯本温泉地と授与所内の様子


